
2022年度　環境経営レポート

発行日：2023年5月30日

（対象期間：2022年1月1日～2022年12月31日）

栄和興業株式会社
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栄和興業株式会社

代表取締役　　川原　哲治

本　社 兵庫県南あわじ市八木寺内1649番地

鋼材倉庫 兵庫県南あわじ市八木寺内1586番地2号　 （無人）

資材置場 兵庫県南あわじ市神代社家807番地1号　　（無人）

山口　賢輔

林　典子、倉本　恵子

連絡先 ＴＥＬ： 0799-42-0033

ＦＡＸ： 0799-42-4484

総合建設業（土木工事業・建築工事業）

鋼材加工販売

年間売上高  1,559百万円（2022／1月 ～2022／12月）

　　

常務取締役

（1） 事業所名及び代表者氏名

（2） 所在地

（3） 環境管理責任者及び担当者連絡先

１．会社の概要

（６）建設現場等の概要　（2022／1 ～2022／12）

（７）会計年度 　 　1月～　12月

 二酸化炭素総排出量

２．主な環境負荷の実績

239

71,392 43,818

724.17 160.06

0.25 0.27

723.92 159.79

207 32

使用した電力の二酸化炭素排出係数；0.334 kg-CO2/kWh（関西電力、2018年度の調整後排出係数）

 水使用量

産業廃棄物 トン

ｍ3

一般廃棄物

 廃棄物排出量

kg-CO2

トン

トン 0.52

合計

（４）事業の概要

（５）事業規模

環境管理責任者

環境管理担当者

単位

115,210

884.23

本社 資材置場 鋼材倉庫

883.71

元請工事    14件

下請工事    29件

2022年度 事務所及び工事現場 加工場

全社排出量
項　　目

総従業員
2022.12.31現在

25人 0人 0人 25人

10,424㎡敷地面積 2,200㎡ 4,736㎡ 3,488㎡
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事業活動 総合建設業（土木工事業、建築工事業）、鋼材加工販売業

対象事業所 本社、資材置場、鋼材倉庫

　　

【推進組織図】

①代表者として環境経営全般に関して責任と権限をもつ

②環境経営方針を策定し、従業員に周知させる

④資源（人・もの・金）の用意をする

②上記の結果を社長に報告する

①EA21環境経営システムを構築し、文書化し、実行を推進する

②環境への負荷の自己チェックを実施する

③環境への取組の自己チェックを実施する

④環境管理責任者を補佐し、問題点の審議と解決策を立案する

①自部門の環境目標、環境活動計画の達成と実績の把握を行う

②環境方針、自部門の環境目標、環境活動計画を部門全員に周知する

④自部門の教育・訓練を実施する

⑤社内外の環境情報の収集と伝達をする

⑥自部門の緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する

①作業所におけるEA21実行責任者を兼ねる

②	作業所の環境目標、活動計画の達成と実績の把握を行う

④環境委員会の委員長としてEMS全般の舵取りを行い、実行を推進する

③EA21文書類の承認をする

①エコアクション21建設業向けガイドラインの要求事項を満たす環境

⑤エコアクション21全体の取組状況に関し評価、見直し・指示を実施する

経営システムを構築し、実行し、環境面の実績を向上させる

３．対象範囲（認証・登録範囲）

環境管理責任者

環境管理担当者

③自部門に関連する環境関連法規制等を順守する部門長及び
全従業員

作業所長

環境管理責任者：常務取締役

土木部長

各作業所長

【役割・責任・権限】

代表者(社長)

役　割　・　責　任　・　権　限

③環境経営目標、環境経営レポートを承認する

工場長 資材販売責任者

代表者（社長）

４．推進組織図及び役割・責任・権限

環境管理担当者
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　　５．環境経営方針

栄和興業株式会社 環境経営方針

当社は、確かな品質，迅速な対応，地域の実情に即したきめ細やかなサービス

を地域に提供するとともに地域環境に影響を及ぼすことなく建設活動を安全に行

なうことに努めます。

１．当社は下記のとおり、事業活動に伴う環境負荷の低減、並びに工事施工時に

おける環境配慮に努めます。

(1) 電力及び燃料の使用による二酸化炭素排出量の削減

(2) 水使用量の削減

(3) 廃棄物排出量の削減

(4) 環境に配慮した工事の推進

２．関係する環境法規等並びに地元との約束等を遵守します。

３．環境経営の継続的改善を図ります。

４．本方針を全従業員及び協力会社社員に周知し、社外へも公開します。

 取組の重点分野

制定日：2010年 1月 4日

改訂日：2021年 9月 3日

栄和興業株式会社

代表取締役 川原 哲治
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※5 手順書通りの管理を行い、指定数量の20％未満の保管とする。

ｋｍ/ℓ18.05

６．環境経営目標

No.
基準年度

2021年度実績

電力使用量の削減 22,187 21,963 21,739

-2%1

電力使用量の削減

40,976 40,562 40,148

120,205123,923 kWh

-1%

122,684

-2%

121,445

-3%
41,390 kg-CO2

（CO2排出量削減） 0.334

（本社） ※１ （排出係数）

2022年度目標 2023年度目標 2024年度目標環境経営目標

7,335
-3%

7,2607,485 kg-CO2

-1%
7,410

kWh22,411

2

3

自動車燃費の向上

（CO2排出量削減） 0.334

（加工場） ※１ （排出係数）

ガソリン 18.59

6.12 6.18 6.244

自動車燃費の向上

1%軽油 6.06 ｋｍ/ℓ

1%

2% 3%

2% 3%18.23 18.41

99.185
産業廃棄物の削減

％
+0.1
(%)（リサイクル率向上）

98.88

※３
98.98

+0.2
(%)

99.08
+0.3
(%)

558 -2% 553 -3% 5476
　一般廃棄物排出量

kg -1%
　 の削減

564

241 -2% 238 -3% 2367 243 ｍ3 -1%水使用量の削減

　評価ポイント
　91ﾎﾟｲﾝﾄ(%)

　以上

　評価ポイント
　92ﾎﾟｲﾝﾄ(%)

　以上

　評価ポイント
　93ﾎﾟｲﾝﾄ(%)

　以上
8
問題発生を未然に抑える
取組の推進　※４

93.8 ％

9
化学物質の適正管理
※５

100 ％
化学物質の
適正管理

化学物質の
適正管理

化学物質の
適正管理

     「建設廃棄物」に関する取組を項目ごとに点数評価し、下記の計算式でポイントを算出する。

     ポイント（％）= 100×工事数×評価点数（実績）/工事数×評価点数（満点(4)）

※1 電力の二酸化炭素排出係数：0.334 kg-CO2／kWh（関西電力、2018年度の調整後排出係数）

※2 灯油の値は含まれていない。（使用量が少ないため、目標に設定していない）

※3 産業廃棄物のリサイクル率の向上；再生量(1,705.137t)÷発生量(1,724.367t)＝98.88％

※4 請け負った工事ごとに、現場代理人が「騒音・振動」、「水質汚濁」、「大気汚染」、
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全
期

春
期

夏
期

秋
期

冬
期

○ ○

○

○

○ ○

○

〇

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

〇

〇

2

電力使用量の削減

総務
工場長

７．環境経営計画

5.タイヤ空気圧の定期的点検

6.過度な負荷をかけないアクセルワーク

環境
管理
責任者

1.リサイクルを意識した一般ごみの分別

2.コピー紙の裏紙使用

3.詰め替え容器のある商品の選択

総務

1.水の流しっぱなしの防止

2.節水ステッカー貼付による節水意識の向上

総務
工場長

・請け負った工事ごとに、「騒音・振動」、「水
質汚濁」、「大気汚染」、「建設廃棄物」につい
て、適切な取組を実施（低騒音型重機使用、沈砂
池の設置、排ガス第３次規制対応車使用、特定建
設資材の100％リサイクルなど）

土木
部長

○

総務
工場長

１.空調機の温度設定（夏期：28℃、冬期：20℃）

2.昼休みの消灯　　　3.不要照明の消灯

5

自動車燃費の向上

3

（加工場）

（CO2排出量削減）

自動車燃費の向上
軽油

産業廃棄物の削減
（リサイクル率向上）

1.建設廃棄物の分別徹底

2.不法投棄、不法処分リスクの無い処理業者への委託

3.保管基準の順守

土木
部長
工場長

4.使用していない機械は電源をＯＦＦ

1.アイドリングストップの徹底　2.急加速、急発進の防止

3.法定速度の順守　4.タイヤ空気圧の定期的点検
環境
管理
責任者

1.アイドリングストップの徹底　2.急加速、急発進の防止

3.法定速度の順守（ダンプ、トラック）

4.相乗りの励行（ダンプ、トラック）

No. 環境経営目標

1

電力使用量の削減

（本社） 

環境経営目標の達成手段

１.空調機の温度設定（夏期：28℃、冬期：20℃）

実施
体制

(責任者)

4.パソコンのスリープモード設定（CO2排出量削減）

6

7 　総排水量の削減

8
問題発生を未然に抑える
取組の推進

　一般廃棄物排出量
　の削減

4

9

ガソリン

化学物質の適正管理

スケジュール

2.昼休みの消灯　　　3.不要照明の消灯

1.手順書通りの管理をする

2.指定数量の20％未満の保管
工場長
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％

％

％

％

％

％

％

･各々の節水意識が
定着したため、目
標を達成出来たと
思います。

責任者:総務担当者

･空調使用中も換
気のため窓を少
し開けているの
で、電気使用量
が多くなってい
ると思う。

責任者:工場長

･月別では目標を達
成できない月もあ
るが、年間では目
標を達成出来た。

責任者:常務

･大型車の稼働状況
によって燃費が変
動するが、年間で
は目標は達成でき
た。

責任者:常務

･現場で建設廃材、
廃プラ、混合物(安
定型)の処分が大幅
に増加したため、
目標は達成出来な
かった。

責任者:土木部長

･コピー用紙の裏紙
使用により、紙類
の廃棄量が削減出
来ていると思いま
す。

98達成率

3

単位 ｋｍ/ℓ

・引き続き、自
覚教育などを通
じて、更に意識
を徹底させる

目標 18.23

実績 18.23

８．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価、並びに次年度の環境経営計画

No.

2

電力使用量の
削減 （加工場）

（CO2排出量

削減）

単位 kg-CO2
・空調設定温度の
励行を重点的に行
う。作業終了後は
電源OFFにする事
を徹底する。

目標

達成率

電力使用量の
削減 （本社）
（CO2排出量

削減）

40,976

実績 43,277

・未使用機械の電源ＯＦＦ 〇

実績 7,583

単位 kg-CO2

環境経営計画の実績

1

・引き続き、作
業内容に応じた
アクセルワーク
の習得に努める

2022年　使用量:4,529ℓ、走行距離:82,565㎞

4

単位 ｋｍ/ℓ

自動車燃費の向上
（軽油）

・アイドリングストップ 〇

環境経営目標
（環境経営方針

との関連）

環境経営計画に基づき 評価
※４実施した取組内容

・昼休みの消灯 〇

・空調設定温度の励行 △

次年度の
環境経営計画

7,410目標

（2022年1月～12月）

・引き続き、空
調設定温度の励
行を重点的に行
う。

･空調使用中も換気
のため窓を少し開
けているので、ど
うしても電気使用
量が増え、CO₂排出
量が増加している
と思う。

責任者:総務担当者×

達成状況※5

・部分消灯及びこまめな消灯 〇

達成状況 〇

〇

〇

責任者:総務担当者

5

単位 ％

・更に分別を徹
底するように努
める

目標 98.98

実績 90.40

達成率 91

達成状況 ×

産業廃棄物
排出量の削減

※２

・建設現場での分別強化 △

・金属くずの分別ボックス
新設

〇

〇

6

単位 kg

・プリンターに
裏紙専用トレイ
を設ける

目標 558

実績 481

達成率 116

達成状況 〇

一般廃棄物
排出量の削減

※６

・コピー用紙の裏紙使用 〇

・一般廃棄物分別の徹底に
よる再資源化の推進

・詰め替え品の購入 〇

7

単位 ｍ３

目標 241

実績 239

達成率 101

達成状況 〇

総排水量の削減

・水の流しっぱなしの防止

・節水意識の向上 〇

〇

・ﾊﾟｿｺﾝのｽﾘｰﾌﾟﾓｰﾄﾞ設定 〇

・昼休みの消灯 〇

・空調設定温度の励行 △

・部分消灯及びこまめな消灯 〇

・相乗りの徹底 〇

・適正空気圧の確保 〇

・作業内容に応じたアクセ
ルワークの実施

・達成できた。
次年度も同様に
取り組む

達成率 100

達成状況 〇

・節水ステッカー貼付

95

・相乗りの徹底 〇

・適正空気圧の確保 〇

目標 6.12

実績

×

6.25

達成率 102

達成状況

自動車燃費の向上
（ガソリン ）

・急発進の防止 〇

・アイドリングストップ 〇

〇

2022年　使用量:5,214.1ℓ、走行距離:32,574㎞
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％

％

都道府県知事への事前届出の提出（工事着手の7日前まで）

91

実績 89.6

特定建設作業は敷地境界線において、75dB(A)を超えないこと

建設廃棄物を
100％リサイク
ルするのはな
かなか難しい
が、今後も努

力する。

責任者:土木部長

(2)	水質汚濁の防止 12

(3)	大気汚染の防止

　※６　一般廃棄物は、可燃ごみのみを目標としている

8

単位 ％

目標

達成率 98

達成状況 × ・工事における
環境配慮活動を
更に徹底する

（１）当社に適用される環境関連法規等の遵守状況

解体等工事の受注者は、工事実施前に、特定工事に該当するか否
かの調査を行い、発注者にその調査結果を記載した書面を交付し
て説明すること

特定工事の発注者又は自主施工者は、作業開始日の14日前まで
（兵庫県は工事開始日の7日前まで）に知事に届出

解体工事施工時に掲示板を設け、調査結果を掲示

遵守

遵守

遵守

特定建設資材の再資源化（コンクリート、廃木材、アスファルト等）

元請業者の発注者への再資源化に関する書面報告、並びに再資源
化実施状況の記録作成と保存

遵守

遵守

遵守

特定建設作業の事前届出：指定地域内、工事開始7日以前

特定建設作業は敷地境界線において、85dB(A)を超えないこと 遵守

特定建設作業の事前届出：指定地域内、工事開始7日以前 遵守

処理業者との適正な契約並びに業者の許可証有効期限の確認 遵守

マニフェスト伝票の管理（法定記載事項、照合確認、５年間保存）

廃棄物置場の表示と保管基準の遵守

マニフェスト交付状況の知事への報告（毎年6月30日までに）

遵守

遵守

遵守

遵守

適用される法令等 遵守状況主な遵守すべき内容　※

実施体制
・実施体制（環境管理責任者、環境委員会並びに各目標ごとに設定された実施責任
者）は有効に機能しており、これを継続する

　※１ 灯油の値は含まれていない。（使用量が少ないため、目標に設定していない）

　※２ 産業廃棄物のリサイクル率の向上(実績)；再生量(798t)÷発生量(883t)=90.4%

　※３ 問題発生を未然に抑える取組；ポイント（％）＝100×43点（実績）/48点（満点）＝89.6％

　※５　達成状況：○目標達成　×目標未達成

　※４　評価：◎よくできた　○ほぼできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

９．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

　下記の通り環境関連法規及び条例等を事業所、建設現場ともに遵守しており、違反はあり
ません。また関係当局より違反等の指摘も過去５年間ありません。

責任者:工場長
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単位 ％

目標 100

実績 100

達成率 100

達成状況 ○

化学物質の適正管
理

・手順書通りの管理

〇 手順書通り
の管理がで
きている。

遵守

廃棄物処理法1

建設リサイクル法

騒音規制法

振動規制法

大気汚染防止法

2

5

4

3

・指定数量20％未満の保管

〇

問題発生を未然に
抑える取組の推進

※３

・工事における下記の環境
配慮活動の実施

(1)	騒音・振動の低減 12

12

(4)	建設廃棄物の
リサイクル

7

8



8

11

遵守

みだりに火気その他点火源となるおそれのあるものに接近さ
せ、若しくは注ぎ、蒸発させ、又は加熱しないこと。

遵守

遵守

可燃性ガス及び酸素を使っての作業は有資格者とする。

作業場には、石綿等の使用の有無に関する調査終了日、調査方
法、結果の概要を掲示

遵守

有機溶剤の蒸気の発散源を密閉する。

遵守

遵守

石綿等の除去作業、封じ込め・囲い込みの作業等は事前に所轄
労働基準監督署長に提出

作業場所の隔離、ろ過集じん方式の集じん・排気装置の使用な
どの処置

遵守

消防法

毎年１回、保守点検及び清掃の実施並びに記録の作成

毎年１回、指定機関による検査を受ける（11条検査：(ｱ)外観
検査、(ｲ)水質検査、(ｳ)書類検査）

労働安全衛生法
（石綿障害
予防規則）

高圧ガス保安法

7 労働安全衛生法

作業者以外の立入禁止とその表示

6

自治体との災害時
応援協定

空調機、建設機械の空調機の簡易点検（３か月以内ごと）
及び廃棄後３年間までの記録保存

・廃棄時におけるフロン類の回収依頼書又は委託確認書の
交付
・回収依頼書又は委託確認書並びに充填回収業者が交付し
た引取証明書の３年間保存

（２）環境関連訴訟等の有無
環境関連訴訟等は過去５年間、１件も発生しておりません。

遵守

遵守

設備・
体制確認

10

9

災害発生時に応援派遣する

フロン排出
抑制法

12

※ 紙面の都合のため、主要な遵守すべき内容を抜粋し、簡略的に記載しており、詳細は「環境法規制等一覧表兼順守評
価記録」で管理している

遵守

遵守

遵守

遵守

浄化槽法

防火管理者の専任（工場・倉庫・事務所は50人以上）及び所轄
消防署長への届出

消火設備の定期点検、消火器の有効期限少量危険物の届出、点
検

9



11.社会貢献

・太陽光発電に取り組み、電力に伴う環境負荷の低減に努める。

・会社前の河川に植生する草のため、見通しが悪くなる交差点の草刈りをして、見通しが

　よくなるように取り組んでいる。

・地域の同業者で組織している建設業協会に属し、毎年梅雨前に河川の清掃を行っている。

　※次年度以降への展開を重点に記載する

環境経営
目標及び
環境経営
計画

その他の
環境経営
システム

実施体制

代表者による評価環境管理責任者の報告見直しに必要な事項

代表者の
指示事項

社員の体調管理(コロナウイルス等の感染症、熱中症対策、真冬の仕事環境)を考え、休
憩所、事務所のエアコン温度設定を無理のない範囲で行う。

□有り
■無し

環境経営目標・計画の達成
状況は妥当か
・課題とチャンス
・二酸化炭素排出量削減
・廃棄物排出量削減
・水使用量削減
・製品・サービの環境性能
の向上

細かい加工作業が増えた
り、コロナ対策、熱中症
対策等で電気使用量が増
加傾向にある。今後、ど
う電気使用量を抑えてい
くのかを考える必要があ
る。

仕事内容とその時の環境
が関係するため、その
時々に応じた対策が必要
になると思うが、ｺﾛﾅｳｲﾙ
ｽ感染症も落ち着いてき
ているので、今回は様子
をみる。

□有り
■無し

・環境負荷の大きな変化
・法規制等の遵守状況
・教育・訓練の実施
・外部からの苦情や要望
・実施及び運用の適切性
・緊急事態への準備状況
・取組の確認並びに是正処
置の状況
・環境経営レポートの作成
と公表、活用状況

フロン排出抑制法によ
り、建設機械の空調も第
一種特定製品に該当する
ため、点検体制を整えな
くてはならない。

ｴｺｱｸｼｮﾝのｼｽﾃﾑに則り、
対応することができる。

□有り
■無し

実施体制は効果的であり、
変更の必要性はないか

実施体制は効果的である

前回の代表
者指示事項
のフォロー

アップ

代表者の
総合評価

※

仕事内容により大きく変動するが、環境負荷削減活動は定着しているように思う。2023
年度には、新たに加工機械の導入を予定しているので、電力使用量が増加することが予
想される。機械使用時間が一時に集中しないようにするなど、作業工程を工夫し進めた
い。今後も環境関連法規を遵守して活動を推進して行きます。

実施体制は継続する
□有り
■無し

10．代表者による全体の評価と見直し・指示

変更の
必要性

環境経営方針は変更しな
い

環境経営方針は適切であ
る

環境経営方針に示された環
境への取組の基本的方向は
現在も適切か

環境経営
方針

作成者：林　　典子

代表者：川原　哲治

見直し年月日：2023年　4月　28日

作成日　　　：2023年　5月　15日

最近の気温上昇により、夏期の空調機の温度設定が28℃では暑いという声がある。コロ
ナ禍でエアコン稼働時でも換気に窓をすかしているため、室内が設定温度になっていな
いのが原因であると思われる。その日の気温により設定温度を変更した。
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